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************************************************************************************************ 

2014 年度 第 1回 音環境運営委員会 議事録       記録：宮島 

************************************************************************************************ 

A. 日時 2014 年 6 月 5日（木）17 時 00 分～19 時 30 分 

B. 場所 建築学会会議室 

C. 出席者 岡野利行（主査），稲留康一，古賀貴士，坂本慎一，佐久間哲哉，佐藤 洋，杉江 聡，永松英夫，

濱田幸雄，平松友孝，平光厚雄，富田隆太(井上委員代理），宮島 徹（幹事） 

欠席者 穴井 謙，井上勝夫，岩本 毅，佐藤史明，田端 淳，中澤真司，安田洋介（敬称略） 

D．提出資料 

         2014 年度第 1回音環境運営委員会議事次第 

No.1-0 2013 年度第 4 回音環境運営委員会議事録（案） 

No.1-1 2014 年度第 1 回環境工学本委員会議題 

No.1-2 催し物計画書（ハンズオンセミナー） 

No.1-3 若手優秀発表実施概要 

No.1-4 若手優秀発表選考について 

No.1-5  大会若手優秀発表審査シート 

E. 議事記録 

1. 前回議事録の確認（資料 No.1-0） 

・章番号の修正を行い承認された． 

2. 環境工学本委員会の報告（資料 No.1-1） 

(1)2014 年度大会関係 

・全体の投稿数は 6703 件、環境系は 1299 件。環境系の取下は 2件。フォーマットエラーの防止については各 

 運営委員会で注意を促してほしい。 

・論文賞、教育賞、作品選奨新人賞の記念講演スケジュール、OS の投稿数、研究協議会・研究懇談会・懇親 

 会の準備状況、大会での非公式行事の申込み手続方法（7月 4日事務局迄）、等が報告された。 

・各運営委員会での若手優秀発表の実施方法等が報告された。関連して年代別の投稿件数が紹介された。全体 

 の半数は 20 代による発表である。 

(2)調査研究委員会活動報告会について 

・3月 18 日に開催された。代議員からの指摘に対する回答書を作成する必要がある。指摘に対して気づいた 

 点や反論がある場合は 6月 20 日迄に目処に岡野主査へ申し出てほしい。 

(3)大賞候補者の推薦に関する申し合わせ（案） 

・複数の候補者がいる場合の対応方法を明確にすることが目的。9月の本委員会で採択したいので、意見があ 

 る場合は 6月 20 日迄に岡野主査へ申し出てほしい。 

(4)AIJES 関係 

・5年を経過した AIJES5 件に対する改訂・確認・廃止の検討依頼があった。 

・新たな AIJES の作成計画がある場合には 8月までに申し出るよう要請があった。学校 AIJES の見直しをどう 

 取り扱うかを古賀委員（音環境規準検討小委主査）が確認する。 

・音環境で作成した 2 編の AIJES の取り扱いについて討議が行われた。 
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(5)研究委員会運営規程の見直し 

・環境工学本委員会で策定された「委員会等の運営に関する申し合わせ」を対象として見直しを行う。各運営 

 委員会で討議、改正点の提案が要請された。改正点の提案を 6月 20 日迄に岡野主査へ申し出てほしい。 

(6)その他 

・2013 年度の環境系の予算消化率は 73％であった。今年度は 100%消化に協力したい。 

・2015 年度大会は 9月 4～6 日 東海大学湘南キャンパスに決定した。 

・竹中育英会への応募状況、鹿島学術振興財団研究助成援助の状況報告が行われた。 

・学術推進委員会の申し送り事項として大会の有り方の見直し、技術部門設計競技の廃止提言等が紹介された。 

・東日本大震災関連 WG の活動状況や成果報告について紹介があった。 

・数値解析小委から申請があったハンズオンセミナーは承認された。 

・音環境関係の委員会委員委嘱は承認された。李孝珍氏(スピーチプライバシーWG)、朝倉巧氏（固体音小委員 

 会）、池上雅之氏（企画刊行運営委員会）、冨髙隆氏（集合住宅騒音防止住まい方マニュアル刊行小委） 

・音環境運営委員会の本年度予算は 557(千円)。 

3．審議事項 

(1)集合住宅の遮音性能規準、集合住宅の遮音設計指針について 

・本委員会における、企画刊行運営委員会佐土原主査からの状況報告・提案、本委員会での議論について岡野 

 主査より報告があり討議を行った。 

・環境工学本委員会から企画刊行運営委員会への要請を受け、当運営委員会は企画刊行運営委員会と調整を図 

 って事態の解決を目指すことを申し合わせた。 

・主査を中心に当運営委員会の考え方を取り纏め、企画刊行運営委員会と意見交換を行うことを計画する。 

(2)大会における若手奨励について 

・主査、幹事で作成した実施要項・評価シートの審議を行った。全体に合わせるために表彰者は対象者の 10％ 

 程度に修正する。誤解を招かないように、「10 編中 1 編（2～3 編）程度」は「全体の 1 割（2～3割）程度」 

 に修正する。以上の修正をもって承認された。 

・司会者が選考対象に該当する場合には、審査員としないことを決定した。 

4．各小委員会・ＷＧの活動報告 

① 固体音小委員会（稲留主査） 

・新メンバー、新オブザーバー（大成建設 田中ひかり氏）を迎えた。6月 6日に床衝撃音 31.5Hz 帯域の空 

 間分布データ取得を目的とした共同測定を小林理研にて実施する。 

② 集合住宅の遮音性能評価水準検討小委員会（代理 濱田委員） 

・5月 17 日開催．室内静ひつ性の実態把握のためデータを収集すること、文献調査を行う事等を決定した。 

③ 建築音響測定法小委員会（杉江主査） 

・5月 26 日に委員会を開催．室内の音響エネルギ密度の共同測定を小林理研において 6月 3～4日に実施。 

④ 室内音響小委員会（佐藤主査メイル報告） 

・6月 18 日に第 1回を開催予定。各 WG は順調に進捗していることを確認。 

⑤ 音響数値解析小委員会（坂本主査） 

・6月 17 日に第 1回を開催予定。10 月 25 日にハンズオンセミナーを開催する。 

⑥ 音環境規準検討小委員会（古賀主査） 
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・6月 25 日に第 1 回を開催予定．大会 OS は 3件の発表、直前のセッションで関連発表が 2 件予定されている。 

⑦ 企画・広報ＷＧ（代理 宮島委員） 

・4月 18 日、5 月 29 日に開催。建築音響に関する書籍の調査を行い、関連法規や JIS との整合性、データの 

 時代性等の観点から評価を行う作業、対象者や内容、時代等の軸を設定してマッピングする作業を中心に今 

 季は活動していく。 

5. 関連学協会からの情報 

(1)騒音振動研究会 

・6/27 東大生研、8/1 長野高専、8/29 長崎大で開催。10 月 16 日アコースティックイメージングと早稲田大学 

 で共催。可視化、音源探査等の発表を募集している。 

(2)騒音制御工学会 

・9/17,18 に明大中野キャンパスで開催されるが、発表論文が想定の 1/3 くらいしか集まっていないので、積 

 極的な投稿をお願いしたい。周りにも呼びかけてほしい。 

 

5. 次回以降の予定 

・9月 18 日（木）、11 月 28 日（金）、2015 年 2 月 17 日（火）17 時～．                                  

以上 


